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会社概要

4

会 社 名 アイホン株式会社 AIPHONE CO., LTD.
本 社 愛知県名古屋市中区新栄町一丁目１番
代 表 者 代表取締役社長 鈴木 富雄
事業内容 インターホンの製造、販売、その他付随業務

1948年６月１日 53億8,884万円 2,041人(連結)
(2024年９月末日時点)

約500億円 ７社(連結)
(本社所在地)
明治安田生命名古屋ビル10階

東証プライム
名証プレミア

（6718）

創 立 資本金 従業員数

時価総額 上場市場 グループ会社
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沿革
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現在の本社（受付）

１９４８年 合資会社東海音響電気研究所を設立（現アイホン創業）
１９５２年 社名を愛興高声電話器合資会社に変更

インターホン専門メーカーとしての体制を整える
１９５４年 製品商標を「アイホン」とする
１９５７年 南アフリカ連邦に初輸出
１９５９年 株式会社へ改組、社名をアイホン株式会社とする
１９７０年 アメリカ合衆国にAIPHONE USA Inc.（現在の AIPHONE CORPORATION）を設立
１９８２年 テレビインターホンの発売
１９９０年 名古屋証券取引所市場第二部に上場
１９９６年 フランスにAIPHONE S.A.（現在のAIPHONE S.A.S.）を設立
１９９９年 東京証券取引所市場第二部に上場
２０００年 東京証券取引所市場および名古屋証券取引所市場第一部に上場

タイにAIPHONE COMMUNICATIONS（THAILAND） Co.,LTD.を設立
２００７年 ベトナムにAIPHONE COMMUNICATIONS（VIETNAM） Co.,LTD.を設立
２０１２年 シンガポールにAIPHONE PTE.LTD.を設立
２０１４年 オーストラリアにAIPHONE PTY LTDを設立
２０１５年 本社を名古屋市中区に移転

イギリスにAIPHONE UK LIMITEDを設立
２０２２年 市場区分再編 東証プライム市場、名証プレミア市場上場
２０２３年 ６月１日 創立７５周年

真空管式同時通話
インターホン「テーターホン」

１９５６年頃の本社

生産子会社（タイ）

現在の販売子会社（北米）
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グローバルネットワーク（連結）
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本社、支店等 販売子会社 ５社 生産子会社 ２社
東京・大阪・他全９支店
開発センター、豊田工場 世界約70か国へ販売



© 2024 AIPHONE CO.,LTD.

経営理念
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この合言葉は、社会人・産業人としてのあるべき人間像を示し、
これを鏡として、一人ひとりが自らを律していこうとするもの

＜われわれの合言葉＞
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経営ビジョン
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顧客感動品質を創造し、世界中の人々に
安心・安全・快適を提供し続ける

コミュニケーションとセキュリティの技術で社会に貢献する

コミュニケーション機器のスペシャリティメーカーとして、
アイホンの変わらない決意が込められています
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事業領域
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インターホンを中心としたコミュニケーションとセキュリティのシステムメーカー

戸建住宅向けシステム

戸建住宅

学校

病院・
福祉施設

オフィス
・工場集合住宅

集合住宅向けシステム

医療・福祉施設
高齢者住宅向けシステム

オフィス・工場
公共施設向けシステム

アパートやマンション等集合住
宅の入居者の快適性・安全性を
サポート！

病院、特別養護老人ホーム、高
齢者住宅等へナースコールを提
案！

学校、公共施設、商業施設等へ
セキュリティ効果の高い、出入
口管理をご提案！

玄関と室内の連絡用のテレビド
アホンセットを中心に販売！シ
ステムの構築でご家庭のセキュ
リティ強化をサポート！
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ビジネスモデル概要
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官公庁、病院・施設施主、マンション管理組合、エンドユーザー 等

販売代理店・特約店だけでなく、商流全般に対しきめ細やかに幅広く営業活動を展開

＊ 販売と施工を実施する代理店

販売代理店、特約店（国内・海外）

電気・通信工事店、ハウスメーカー、ゼネコン 等

・ プレゼンテーション
・ 保守契約
・ 修理応対 など

・ 機器、サービスの販売
・ プレゼンテーション
・ 新商品提案 など

設計事務所

収益の流れ

商品の流れ

営業活動

・ プレゼンテーション
・ 現場調整 など

・ 設計図面への採用提案
など

＊

保守契約代金・
サービス課金など

商品/サービス
代金

商品/サービス
販売
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海外市場 国内市場

売上構成（連結）
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その他
戸建

集合

ケア

業務

北米

欧州

2024年３月期

613.3億円
(連結)

29.2％ 70.8％
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海外での主な納入物件
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世界中で弊社の品質が認められ、著名な建築物にも納入されています

アメリカ｜ホワイトハウス フランス｜モンサンミッシェル

アメリカ｜ NASAグレン研究センター インド｜北東フロンティア鉄道

その他 ・・・ ケープタウン国際空港（南アフリカ共和国）、シドニーハーバーブリッジ（オーストラリア）、チャンギ国際空港（シンガポール） ほか

フランス｜エッフェル塔

カタール｜パールカタール
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連結売上高推移
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108 122 121 125 130 127 111 127 155 179

307 304 317 325 333 357 349
392 372

434

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

海外売上高 国内売上高

415 426 438 451 463 484 461
519 528

613

過去最高

（億円）• ３期連続で過去最高を更新

※億円未満を切り捨て表示
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連結営業利益推移
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• ‘22/３期 競合の商品供給が滞った影響による特需が大きく寄与
• ‘23/３期 部品の需給逼迫の影響によるコスト増の影響
• ‘24/３期 部品供給の回復による販売増の影響

※億円未満を切り捨て表示

29 30 27 28 27 28 
36 

55 

37 

52 

7.1 7.1
6.3 6.2 5.9 5.8

7.9

10.7

7.1

8.6

0

10

20

30

40

50

60

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

営業利益 営業利益率（％） （億円）



© 2024 AIPHONE CO.,LTD.

要 求

国内業界の特徴
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高い耐久性 火災報知設備の役割

＋顧客ニーズへのきめ細やかな対応

安定供給の実現
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弊社の強み①
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業界シェア

59.8％

＊2023年度インターホン工業会データより弊社調べ

インターホン業界

トップシェア

＊



© 2024 AIPHONE CO.,LTD.

強固な財務基盤

弊社の強み②
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３つの安定を実現
① リスクに強い安定した企業経営
② 株主様への安定した配当の継続
③ 従業員の安定した雇用を維持

82.8％
自己資本比率

（億円）

590.2
638.2

694.5 705.9
784.1

481.7
522.7 559.2 583.9

649.1

81.6% 81.9%
80.5%

82.7% 82.8%

75.0%
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総資産 純資産 自己資本比率
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成長イメージ
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成長の軸足を海外市場にシフト
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長期経営戦略イメージ
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高利益体質（ROE10％以上）の実現を目指す
８次中計目標（2025年度） 6.4％
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コンセプト

第８次中期経営計画イメージ
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顧客と社会の期待に応え、発展し続ける企業体質をつくりあげる
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海外市場（海外事業の拡大［３極体制化］）①
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• 北米販売子会社のエンジニアを増員し、現地開発体制の整備を実施
• 北米、欧州の販売子会社の機能強化に続き、アジア市場の拡大に向けてシンガ

ポールの販売子会社の機能・品質保証体制の強化に着手
• 輸送コストの低減、効率化に向けた検討に着手

海外市場を3エリアに分け、各エリアごとの機能を充実化
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市場ニーズ

海外市場（販売戦略）②
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セキュリティ性
＆

利便性

• 集合住宅のほか、学校や病院案件に
おいてもIPネットワーク対応商品の
提案を強化

• 地域性、生活文化の違いも考慮した
現地開発体制の整備

+ α
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国内市場（販売戦略）①
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パビット

とは？

※1 オートロック外に宅配ボックスを設置する場合は不要となります ※2 フロアセキュリティと連携した着床階制限にも対応可能
※3 状況に応じて設置場所やボックスの種類をお選びいただけます。
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493 

5,073 
宅配便個数の推移

25

・・・

・・・

（出所）2024年８月23日 令和４年度宅配便・メール便取扱実績について（国土交通省）より弊社作成

（年）

（単位：百万個）

・・・

・・・

2023年
前年比＋1.4百万個

国内市場（販売戦略）②
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国内市場（販売戦略）③
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2024年10月 東京建物株式会社の開発物件（神戸市）にコープこうべ連携の「Pabbit」導入

2024年10月 株式会社レーベンコミュニティが管理物件での「Pabbit」導入を推進

2024年９月 Pabbit機能を標準搭載した賃貸マンション向け主力商品「PATMOα Pabbit」を新発売

2024年９月 大規模マンション（全304邸、埼玉県和光市）で「Pabbit」を導入

2024年９月 アートプランニング株式会社（大阪市）、京都生活協同組合（京都市）との３社共同による新築分
譲マンション（京都市）へ「Pabbit」を利用した食配サービスを導入

2024年９月 株式会社アーキテクト・ディベロッパーの開発物件に「Pabbit」を導入

2024年５月 弊社集合住宅向け主力システムに標準搭載される「Pabbit」で「Amazon Key」が利用可能に

2023年５月 リストデベロップメント株式会社（神奈川県藤沢市）の計画する新築分譲マンション（神奈川県藤
沢市）に「Pabbit」が全国で初採用

最新情報
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国内市場（販売戦略）④
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宅配便以外の、さまざまな生活パートナーと連携し、
より魅力的なサービスへと展開を予定

訪問介護 宅配
クリーニング

フード
デリバリー

ネット
スーパー EC事業者

サービスの方向性

全国初
「宅配ソリューションシステム」

×
「食配」
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2025年３月期連結業績計画・中間進捗
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＊

2024年３月期 2025年３月期 前期比 2025年３月期 2025年３月期
（億円） 実績 計画 増減率 中間実績 進捗率

売上高 613.3 623.0 +1.6% 309.7 49.7%

営業利益
(売上高営業利益率)

52.6
(8.6%)

45.0
(7.2%)

▲14.6% 21.1
(6.8%)

47.1%

経常利益 61.3 50.0 ▲18.4% 20.7 41.4%

親会社株主に帰属する
当期純利益 46.4 36.0 ▲22.5% 16.9 47.1%

ＲＯＥ 7.5％ 5.2％ ▲2.3pt

為替レート
（円）

USD 144.62 142.00
EUR 156.79 154.00
THB 4.11 4.00

USD：アメリカ合衆国ドル
EUR：ユーロ
THB：タイバーツ

過去
最高

売上高 上半期の業績結果および受注動向等を勘案し、過去最高となる期初計画を維持

利 益 為替（円安）の影響や経費計上の期ズレとともに、相対的に原価率の低い北米市況の減速による
原価率への影響が懸念されるものの、期初計画を維持
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連結業績予想（推移）

30

（億円） （億円）

第８次中期経営計画 第８次中期経営計画

528.1
613.3 623.0 635.0

2022年度
('23/３期)

2023年度
('24/３期)

2024年度
('25/３期)

2025年度
('26/３期)

売上高 営業利益
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収益性の維持・向上にむけて
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（予定）（予定）

対象システム 改定率

国内市場 集合住宅（賃貸）向け PATMOαシステム 約５％

海外市場（北米） ＩＰネットワーク対応システム
その他主要商品

約３％
約５％

改定時期 国内 2024年５月～
海外 2024年７月～

価格改定
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株主還元（配当）

33

130円（予定）

• 連結配当性向 35％を目途
• 2023年３月期年間配当額 80円を下限
• ３期累計で15億円の追加還元

（’24/3期～’26/3期）

中間：50円、期末：80円（予定）
中期方針による追加還元を加えた予想金額

＊各年度３月末時点の株価より算出

130

（年度）

（円）
（上段）期末
（下段）中間

＊

（予定）



本資料に掲載されております業績予想や将来予想は、現時点において入手可能な情報に基
づき弊社が判断して予想したものであり、実際の業績は今後様々な要因の変化により予想
とは異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。

https://www.aiphone.co.jp/ir/
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